
＜点検＞（評価内容）一覧

令和3年度　自己点検・自己評価

評価基準　：　 ・よく当てはまる：３ ・大体当てはまる：２ ・当てはまらない：１

I 教育理念・教育目的 担当
評価
点

担当
評価
点

　１－１ 教育理念・教育目的は、自養成所の教育上の特徴を示している。 3 3

　１－２ 教育理念・教育目的は法との整合性がある。 3 3

　２－１ 教育理念・教育目的は、学生にとって学習の指針になるように具体的に示している。 3 3

　２－２ 教育理念・教育目的は実際に学生の学習の指針になっている。 3 3

　３－１ 教育理念・教育目的は、養成する看護師等の質を保障するために、どのような教育内容を設定しているかを述べている。 3 3

　３－２ 教育理念・教育目的は、養成する看護師等の質を保障するために、どのような教育方法をとるのかを述べている。 3 3

　３－３ 教育理念・教育目的は、養成する看護師等の質を保障するために、どのような教育環境をとるのかを述べている。 3 3

　４－１ 教育理念・教育目的は、看護、看護学教育、学生観について明示している。 3 3

　４－２ 看護、看護学教育、学生観は実際に教師の教育活動の指針となっている。 3 3

　５－１ 教育理念・教育目的は、養成する看護師等が卒業時点においてもつべき資質を明示している。 3 3

　５－２ 卒業時点にもつべき資質は、社会に対する看護の質を保障するのに妥当なものとなっている。 3 3

II 教育目標 担当
評価
点

担当
評価
点

1 教育目標は、教育理念・教育目的と一貫性がある。 3 3

　２－１ 教育目標は、設定した教育内容を網羅している。 3 3

　２－２ 教育目標は、最上位の目標として、教育活動のゴールが読みとれるものとなっている。 3 3

　３－１ 教育目標は、目標内容と到達レベルが対応している。 3 3

　３－２ 教育目標は、具体的で実現可能なものとなっている。 3 3

4 看護実践者としての能力を育成する側面と、学習者としての成長を促すための側面から教育目標を設定している。 3 3

5 卒業後の継続教育の考え方を示した上で、教育目標を設定している。 3 3

III 教育課程経営 担当
評価

点
担当

評価
点

＜教育課程経営者の活動＞

　１－１ 教育課程編成者と教職員全体は、教育課程と授業実践、教育評価との関連性を明確に理解している。 3 3

　１－２ 教育課程編成者と教職員全体は、教育理念・教育目的の達成に向けて一貫した活動を行っている。 3 3

＜教育課程経営者の活動＞

　１－１ 看護学の内容について明確な考え方と根拠をもって教育課程を編成している。 3 3

　１－２ 学修の到達について明確な考え方と根拠をもって教育課程を編成している。 3 3

　１－３ 学生の成長について明確な考え方と根拠をもって教育課程を編成している。 3 3

＜科目、単元構成＞

　１－１ 明確な考え方と根拠をもって科目を構成している。 3 3

　１－２ 明確な考え方と根拠をもって単元を構成している。 3 3

　１－３ 科目と単元の構成の考え方は教育理念・目的、教育目標と整合性がある。 3 3

　２－１ 構成した科目は看護師等を養成するのに妥当である 3 3

　２－２ 構成した科目は養成所の特徴をあらわしている。 3 3

＜教育計画＞

　１－１ 単位履修の方法とその制約について教師・学生の双方がわかるように明示している。 3 3

　１－２ 単位履修の方法は学生の単位履修を支援するものとなっている。 3 3

2 単位履修制の考え方を踏まえつつ、看護師等になるための学修の質を維持できるように、科目の配列をしている。 3 3

＜教育課程評価の体系＞

　１－１ 単位認定の基準は看護師等に必要な学修を認めるものとして妥当である。 3 3

　１－２ 単位認定の方法は看護師等に必要な学修を認めるものとして妥当である。 3 3

2 他の高等教育機関と単位互換が可能な体制を整えている。 3 3

　３－１ 教育課程を評価する体系を整えている。 3 3

　３－２ 評価結果の活用における倫理規定を明確にしている。 3 2

＜教員の教育・研究活動の充実＞

　１－１ 教員が専門性を発揮できるように、教員の担当科目と時間数を配分している。 3 3

　１－２ 教員が授業準備のための時間をとれる体制を整えている。 3 3

　２－１ 教育課程の実践者である教員が自ら成長できるよう、自己研鑽のシステムを整えている。 2 3

　２－２ 教員が相互に成長できるよう、相互研鑽のシステムを整えている。 2 3

＜学生の看護実践体験の保障＞

　１－１ 臨地実習施設は、養成所の個別の教育理念・教育目的、教育目標を理解している。 3 3

　１－２ 臨地実習施設は学生の看護実践の学習を支援する体制を整えている。 3 3

　２－１ 臨地実習指導における学生の学びを保障するために、臨地実習指導者の役割を明確にしている。 2 2

　２－２ 臨地実習指導における学生の学びを保障するために、教員の役割を明確にしている。 3 3

　２－３ 臨地実習指導者と教員の協働体制を整えている。 3 3

　３－１ 学生からケアを受ける対象者の権利を尊重するための考え方を明示している。 3 3

　３－２ 対象者の権利を尊重する考え方に基づいて、学生への指導を計画的に行っている。 3 3

　４－１ 臨地実習において学生が関係する事故を把握、分析している。 3 3

　４－２ 学生に対する安全教育、安全対策を計画的に行っている。 3 3

貴
島
・
出
口

・教育理念や教育目的・目標は、
学生便覧や学校案内、ホーム
ページに掲載している。また、各
教室にも掲示をして学生への浸
透を図っている。
・新入生を対象にした研修で、教
育理念・教育目的・教育目標・校
訓をもとにしたシンボルマーク作
成を取り入れている。
・学校教育法、教育基本法、指定
規則の要件に沿って運営してい
る。
・教育内容・教育方法を載せた授
業計画（書式）の統一化を検討し
ている。令和５年度 履修要覧に
反映させる予定である。
・教育環境として、教員について
は学生便覧に運営機構として載
せており、教育方法については
履修要覧に載せている。
・卒業時点においてもつべき資質
として、履修要覧に「本校のめざ
す看護師像」を載せている。
・看護の質保障の妥当性につい
ては、母体病院に努める卒業生
の情報をもとに評価している。

・令和５年度 履修要覧に授業計
画も添付する。授業計画の書式
は統一したものを使用する。
・母体病院以外の医療機関や施
設にも卒業生に対する評価を依
頼し、教育上の課題を明確にして
いく。

玉
利
・
大
川
内
・
中
原

・教育理念や教育目的・目標は、学生便
覧や学校案内、ホームページに掲載し
ている。また、各教室にも掲示をして学
生への浸透を図っている。
・新入生を対象にした研修で、教育理
念・教育目的・教育目標・校訓をもとにし
たシンボルマーク作成を取り入れてい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　・学校教
育法、教育基本法、指定規則の要件に
沿って運営している。
・教育内容・教育方法を載せた授業計画
（書式）の統一し,令和５年度 履修要覧
に反映させる予定である。
・教育環境として、教員については学生
便覧に運営機構として載せており、教育
方法については履修要覧に載せてい
る。
・卒業時点においてもつべき資質とし
て、学生便覧の履修要覧に「本校のめざ
す看護師像」を載せている。令和5年度
のからDPを載せる予定である。
・看護の質保障の妥当性については、
母体病院に努める卒業生の情報をもと
に評価している。

・教育内容・教育方法を載せた授業計画
（書式）の統一し,令和５年度 履修要覧
に反映させる。
・令和5年度の学生便覧に「DP」、「本校
のめざす看護師像」を載せる。
・母体病院以外の医療機関や施設にも
卒業生に対する評価を依頼し、教育上
の課題を明確にしていく。

「看護師等養成所の教育活動等に関する自己評価指針作成検討会」より

令和３年度 令和4年度
評価 改善点・対策 評価 改善点・対策

貴
島
・
出
口

・教育目標は、教育理念・教育目
的と一貫している。また、教育内
容を網羅している。
・第5次カリキュラム改正に伴い、
ディプロマポリシーを設定し、カリ
キュラムツリーで科目の関連性
や進度を検討した。2年課程は令
和５年度から施行となる。
・教育目標の内容は卒業時の到
達レベルに相応している。

玉
利
・
大
川
内
・
中
原

・教育目標は、教育理念・教育目
的と一貫している。教育内容は卒
業時の到達目標に対し帰納的に
抽出した。DPや目指す看護師像
をもとにカリキュラムツリーで科
目の関連性を確認し進度も決定
した。新カリキュラムは2年課程
は令和5年度から施行となる。

令和３年度 令和4年度
評価 改善点・対策 評価 改善点・対策

玉
利
・
中
園
・
中
原

・現行カリキュラム施行後から教
職員の入れ替わりがあるが、学
生便覧や校内内規・教務便覧に
よって周知され一貫された活動
が行われている。
・令和５年度より新カリキュラム
が施行されるが、現行カリキュラ
ムの評価を行い、当校の課題を
見出し、カリキュラム編成ガイドラ
インを基に編成することができ
た。
今後は、科目・単元について詳細
を検討し、シラバスを作成する予
定である。
・自己評価委委員会規定には自
己点検・評価の方法を明記して
あるが、学生便覧には学生が他
者評価を行うことが記載されてい
ない。

・第５次カリキュラム改正の施行
に向けて、教職員全体で内容理
解と一貫した運用について周知
を図る。
・新カリキュラムのシラバスを作
成する。
・学生に自己点検・自己評価に授
業アンケート結果が反映されるこ
とを意識してもらうために明文化
を検討する。

貴
島
・
橋
元
・
出
口

・現行カリキュラムの教育理念・
目的・目標からおりた科目の考え
方が明記されている。・第５次カリ
キュラム改正の施行に向けて、
教員全員で教育内容と一貫した
運用について検討ができた。しか
し、教育評価の関連性について
明確にできていない。
・単位履修については、学生便覧
や履修要覧に明記している。順
序は教育的な効果をふまえ、進
度表として学生便覧に載せてい
る。 　　　　     教育課程の評価
では、各科目の評価と「卒業時の
到達目標」「自己評価アンケート」
「就職先の管理者からの聴き取り
により行っている。
・学生に自己点検・自己評価に授
業アンケート結果が反映されるこ
とを意識してもらうための学生便
覧への明文化ができておらず、
結果によって評価者が不利益に
被ることがないように規定に明文
化する。

・教育目標の「実践できる」に対
する教育評価を検討する。
・学生に自己点検・自己評価に授
業アンケート結果が反映されるこ
とを意識してもらうための学生便
覧への明文化をする。また、結果
によって評価者が不利益を被る
ことがないように配慮することを
規定に明文化する。

令和３年度 令和4年度
評価 改善点・対策 評価 改善点・対策

出
口
・
大
川
内

・専門に応じて講義を受け持てる
よう配分している。
・教材研究時間確保は業務整理
の上確保している。
・外部研修についてはリモートを
活用し、受講できた。
・教員間での相互研鑽の場であ
る研究授業は実施できなかった。

・第5次カリキュラム改正に向け、
新科目（横断科目）を中心にした
研修を受講する。
・研究授業の実施が必要である。

玉
利
・
山
田
・
中
原
・
花
里

・専門に応じて講義を受け持てる
よう配分している。
・教材研究時間確保は業務整理
の上確保している。
・外部研修についてはリモートや
Eラーニングを活用し、受講でき
た。研修費用も確保できている。
・教員間での相互研鑽の場であ
る研究授業は実施しつつある。

・第5次カリキュラム改正に向け、
新科目（横断科目）を中心にした
研修を受講する。
・すべての教員が研究授業を実
施し、発展させていく必要があ
る。

・各実習要項を通じて教育目的
や目標を説明し、理解していただ
いている。
・臨地指導者の大まかな役割は
要項説明の際に依頼している。し
かし、新型コロナ流行中の受け
入れで臨床の状況にも左右され
るため、詳細は指導教員との打
ち合わせのもと随時役割を担っ
てもらっている。
・受け持ち対象については個人
情報保護の誓約書を提出し、受
け持ち時の同意書、同意を得た
旨を記録に残し、了承を得て受け
持っている。実習の学習の中で
倫理的関わりや人権の尊重を指
導している。
・ヒヤリハット、事故報告書の提
出を受けて分析、フィードバックし
安全教育に繋げている。

・新型コロナ流行中の受け入れ
で臨床の状況にも左右されるた
め、連携を密に図っていく必要が
ある。

・各実習要項を通じて教育目的や目
標を説明し、理解していただいてい
る。
・臨地指導者の大まかな役割は要
項説明の際に依頼している。しか
し、指導者の役割を明示した文書を
用いてはいない。また、臨地実習が
感染症で不可能な場合は学内実習
に振り替えてできる限り臨地に近い
形で行うよう努めた。しかし、新型コ
ロナ流行中の受け入れで臨床の状
況にも左右されるため、詳細は指導
教員との打ち合わせのもと随時役
割を担ってもらっている。
・受け持ち対象については個人情報
保護の誓約書を提出し、受け持ち時
の同意書、同意を得た旨を記録に
残し、了承を得て受け持っている。
実習の学習の中で倫理的関わりや
人権の尊重を指導している。
・学内実習ではヒヤリハット、事故報
告書の提出が少ないかった。

・臨地実習指導者の役割を明確
にする文書について検討する。
・感染症法の改正により、臨地実
習の再開の兆しが見えるが、臨
床の状況にも左右されるため、
連携を密に図っていく必要があ
る。
・リスクを予測する力やヒヤリハッ
トについて自ら気付けるような教
育が必要である。



IV 教授・学習・評価過程 担当
評価

点
担当

評価
点

＜授業内容と教育過程との一貫性＞＜看護学としての妥当性＞＜授業内容間の関連と発展＞

1 授業の内容は、教育課程との関係において、当該学生のための授業内容として設定されている。 3 3

　２－１ 授業内容のまとまりの考え方を明確に述べている。 3 3

　２－２ 授業内容のまとまりの考え方は、科目目標との整合性をもっている。 3 3

3 授業内容のまとまりは、看護学の教育内容として妥当性がある。 3 3

4 授業内容間の重複や整合性、発展性等が明確になっている。 2 2

＜授業の展開過程＞

1 授業形態（講義、演習、実験、実習）は、授業内容に応じて選択している。 3 3

2 授業展開に用いる指導技術についての考え方を授業計画等に明示し、実践している。 3 3

3 授業の展開過程の他に、学生の学習が深化、発展するための方法を意図的に選択し、学習を支援している。 3 2

4 学生に対し効果的な教育・指導を行うために、教員間の協力体制を明確にしている。 3 3

＜目標達成の評価とフィードバック＞

　１－１ 評価計画を立案し、実施している。 3 2

　１－２ 評価結果に基づいて、実際に授業を改善している。 3 2

　２－１ 学生および教育活動を多面的に評価するために、多様な評価の方法を取り入れている。 3 3

　２－２ 教育目標の達成状況を多面的に把握している。 3 2

　３－１ 学生に単位認定のための評価基準と方法を公表している。 3 3

　３－２ 単位認定の評価には公平性が保たれている。 3 3

＜学習への動機づけと支援＞

　１－１ シラバスの提示や学習への指導は、養成所全体としての一貫性がある。 3 3

　１－２ シラバスの提示や学習への指導は、学生の学習への動機づけと支援になっている。 3 2

Ⅴ 経営・管理過程 担当
評価

点
担当

評価
点

＜設置者の意思・指針＞

　１－１ 養成所の管理者は教育理念・教育目的についての考え方を明示している。 3 3

　１－２ 養成所の管理者は教育課程経営についての考え方を明示している。 3 3

　１－３ 養成所の管理者は教育評価についての考え方を明示している。 3 3

　１－４ 養成所の管理者は養成所の管理運営等についての考え方を明示している。 3 3

　１－５ 明示した管理者の考えと、設置者の意思とは一貫性がある。 3 3

　１－６ 教職員は養成所の設置者と管理者の考え方を理解している。 3 3

＜組織体制＞

　１－１ 養成所の組織体制は、教育理念・目的を達成するための権限や役割機能が明確になっている。 3 3

　１－２ 意思決定システムが明確になっている。 3 3

　１－３ 意思決定システムは、組織構成員の意思を反映できるように整えられている。 3 3

　１－４ 意思決定システムは、決定事項が周知できるように整えられている。 3 3

　２－１ 組織の構成と教職員の任用の考え方と、教育理念・教育目的達成との整合性がある。 3 3

　２－２ 教職員の資質の向上についての考え方と対策には教育理念・教育目的達成との整合性がある。 3 3

＜財政基盤＞

　１－１ 財政基盤を確保することについての考え方が明確である。 3 3

　１－２ 財政基盤を確保することについての考え方は、学習・教育の質の維持・向上につながっている。 3 3

　２－１ 教職員は、養成所がどのような財政基盤によって成り立っているかを理解している。 3 3

　２－２ 教職員のそれぞれの観点からの財政についての意見は、経営・管理過程に反映できるようになっている。 3 3

＜施設設備の整備＞

　１－１ 学習・教育環境の整備について、管理者の考え方を明示している。 3 3

　１－２ 管理者の考え方に基づいて整備計画を立案し、実施している。 3 3

　２－１ 看護の専門職教育に必要な施設設備を計画的に整備している。 3 3

　２－２ 医療・看護の発展や学生層の変化に合わせて、施設設備を整備・改善している。 3 3

　３－１ 養成所が設置されている地域環境との関連から学生および教職員にとっての福利厚生の施設設備の整備を検討している。 3 3

　３－２ 学生が学生生活を円滑に送り、教職員が職務を円滑に遂行できるように施設設備を整備している。 3 3

＜学生生活の支援＞

　１－１ 学生が入学後に学修を継続できる支援体制を多角的に整えている。 3 3

　１－２ 学生が活用しやすいように学生生活の支援体制を整えている。 3 3

　１－３ 支援体制は、実際に学生に活用され、学修の継続を助けている。 3 3

＜養成所に関する情報提供＞

　１－１ 教育・学習活動に関する情報提供を関係者（保護者等）に行っている。 2 2

　１－２ 関係者（保護者等）への情報提供は関係者から協力・支援を得ることにつながっている。 2 2

　２－１ 看護師等を養成する機関としての存在を、十分にアピールする広報活動を適切に行なっている。 3 3

　２－２ 広報の内容は、社会的説明責任を果たすものになっている。 3 3

令和３年度 令和４年度
評価 改善点・対策 評価 改善点・対策

令和３年度 令和４年度
評価 改善点・対策 評価 改善点・対策

・授業や実習は学生からの他者評
価を実施している。それに加えて、
学生たちが技術到達評価を自主的
に行った結果や、卒業前に「卒業時
に到達すべき目標」の学生評価をさ
せた結果を用いて、教育活動の評
価を行っている。
・単位認定の評価基準や公平性に
ついては、統一した評価基準や会
議での教員同士の情報共有が行わ
れている。

・授業や実習は学生からの他者評
価を実施している。それに加えて、
学生たちが技術到達評価を自主的
に行った結果や、卒業前に「卒業時
に到達すべき目標」の学生評価を用
いて、教育活動の評価を行ってい
る。現在、他者評価は科目の総括
評価になっているため、授業の展開
を評価するための形成評価を取り
入れることが必要である。　　・各科
目の評価が教育目標の達成に繋
がっているかの検証ができていな
い。
・単位認定の評価基準や公平性に
ついては、統一した評価基準や会
議での教員同士の情報共有が行わ
れている。

・形成評価を計画し、授業改善に
つなげる。
・各科目の評価をもとに、教育目
標に繋がっているか検証する。

・入学時に、学生便覧と履修要覧
（シラバス）は1冊にして、学生個々
に渡し内容を説明している。また、
授業開始時にもシラバスを用いて、
実習を行っている。
・学習への動機づけ・支援について
は、PC室や図書室の開放だけでな
く、実習にむけて事前学習できるよ
う早期（1年次夏休み）に課題を提示
している。

・シラバスの様式の変更を検討し
ているが、次年度は例年通りの
形でいく。令和5年度以降のシラ
バスについて検討していく。

・入学時に、学生便覧と履修要覧
（シラバス）は1冊にして、学生個々
に渡し内容を説明している。また、
授業開始時にもシラバスを用いて、
実習を行っている。　　・現行のシラ
バスでは、授業形態や評価計画が
記載されていないため、学生の自発
的な学習につながりにくい。

・学生の学習への動機づけと支
援につながるような、シラバスを
作成する。（現在作成中である）

児
玉
・
東
園
・
中
原
・
山
田

・昨年度と評価は変わらない。
但し、授業内容間の重複や整合
性、発展性については、第5次カ
リキュラム改正に向けてのカリ
キュラム評価で重複部分を話し
合うことができた。

・令和5年度より第5次カリキュラ
ムが実施される。科目間で調整
した内容で授業内容を検討して
いく。
・領域横断科目の教育内容と授
業計画の調整を行う必要があ
る。

貴
島
・
出
口
・
大
川
内
・
牟
禮

新カリキュラムを構築する中で、
教育内容を見直した。教育目標
との整合性や重複内容を順序性
等を整理することができた。評価
項目2-4にある「発展性」につい
て、構想はあるものの、具体的に
示していない。

教育目的・目標に近づけるため
に、1年次から3年次までに何をど
う発展させていくのかを教員間で
検討し、明確にすることが課題で
ある。

・学生便覧、履修要覧、授業開始時
に計画を明示して実践している。学
生の学習深化や発展については、
グループワークやロールプレイだけ
でなく、課題提示と学生主体の学
習、それを活用したシミュレーション
教育を始めている。
・実習においては、事前学習を早く
から始められるように、1年次の夏休
み前に課題を配布し計画的に学習
できるよう工夫している。

・臨床判断能力を育むための教
育方法を検討する。

・履修要覧を授業開始時に明示し評
価について説明している。また、科
目によっては、学生に配布する授業
計画に評価計画を記載し、活用して
いる。学生の学習深化や発展につ
いては、教育方法にシミュレーション
教育を取り入れつつあるものの、何
をどう深化・発展させていくのかは科
目を担当する教員間で検討していく
ことが必要である。　　　・演習等を
行う際の教員間の協力体制はでき
ている。複数教員の協力が必要な
授業形態について、シラバス等に明
示されていない。

・学生の学習が深化、発展させる
ためには、カリキュラムの中で一
貫して、何をどう発展させるか考
える必要である。
・教員の協力が必要な授業形態
については、予めシラバスに明
示しておくことが課題である。

・財政基盤の考え方は、前年度
の収支と今年度の予算をもとに
職員会議で共通理解を図ってい
る。
・長期計画をもとに、今年度は新
しくモデル人形を更新し教育の維
持・向上につなげた。

・財政基盤の考え方は、前年度
の収支と今年度の予算をもとに
職員会議で共通理解を図ってい
る。
・長期計画をもとに、今年度は新
しくモデル人形を更新し教育の維
持・向上につなげた。

出
口
・
玉
利
・
中
園

・本校の中長期計画に設備、備品の整
備は含まれている。今年度多様な学生
に対応できるよう、全館トイレ改修を実
施した。
・学内実習に対応できるよう新生児バイ
タルサイン模型人形、分娩介助シミュ
レータ、万能型看護実習モデル八重を
買い替え、導尿セット２つを追加購入を
した。鹿児島県看護協会実習補完事業
より「シナリオ」を借用した。毎年、教育
に必要な備品等は点検を行い整備して
いる。
・年２回学習環境調査を実施。
・新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、授業に参加できなかった学生は、意
思確認を行い、Teamsによるリモート授

業を行った。

・備品に関しては、新カリキュラム
に向けて、指定規則に沿って整
備し、長年使用していない備品に
ついては、整理する必要がある。
・学生の通信環境は入学までに
整えるよう指定されていないた
め、新型コロナウィルスの変異株
によっては、今後学生全員に対し
てリモート授業が必要になる可能
性もある。

大
川
内
・
花
里
・
山
田
・
英

・本校の中長期計画で設備、備品の
整備が計画されている。今年度学校
内外の安全確保のため、外壁工事
を実施した。
・万能型看護実習モデルを既存のモ
デル人形と入れ替える形で購入して
いる。次々年度までかけてすべて入
れ替えが終了予定である。
・「Sinario」はリース契約で継続使用
している。学内実習での活用が増加
しているため、次年度も継続予定で
ある。
・感染症や濃厚接触などで出席停
止対象になった学生に対してチーム
スやＺＯＯＭでのリモート授業を行っ
た。

・次年度新カリキュラムが開始と
なり、ＩＣＴ教育に即したＩＴ環境が
必要となる。現在Ｗｉｆｉは整備され
ているが、現状で安全かつ十分
な環境であるのか検討・整備して
いく必要がある。

貴
島
・
橋
元

・第５次カリキュラム改正に伴い、
教員全員で現行カリキュラムの
課題を見い出した。
・中長期計画の評価について教
員会議で取り上げ共通理解を図
り、次年度の計画に反映させた。

貴
島
・
橋
元
・
出
口

・中長期計画は毎年評価を行
い、翌年に必要な資源を明示し
ている。　・1-3の教育評価につい
ての考え方については課題であ
る。

・教育評価についての考え方を
明示するを検討する。

・権限や役割機能について、校務
分掌や組織図で明確にしてい
る。
・意思決定システムについては、
校務分掌上でリーダーを決めて
おり、教員会議・実習会議・職員
会議で職員の意見を反映してい
る。

権限や役割機能について、校務
分掌や組織図で明確にしてい
る。
・意思決定システムについては、
校務分掌上でリーダーを決めて
おり、教員会議・実習会議・職員
会議で職員の意見を反映してい
る。

・学生相談窓口を設置し、相談内容
によって、学年担当・進路担当・カウ
ンセラーが対応している。
・科目履修生に対しても単位取得へ
向けて継続的に支援している。
・奨学金制度について、全学生に対
して案内を行い、経済的な支援体制
を整えている。
・地域交流会やボランティア活動な
ど、学生の社会活動参加を積極的
に促し、体制を整えている。
・学習困難者に対しては面接を行
い、個人課題を与え学力向上に努
めている。
・卒業後の進路についても、学年担
当が面接を行い、病院案内や面接
練習を実施している。

・悩みを抱えている学生が増加し
ているため、家族と連携し、教職
員全員で情報共有しサポートして
いく必要がある。

・掲示板や始業式、入学オリエン
テーションなどで各相談窓口や担当
者を紹介している。学年担当・進路
担当・奨学金担当・健康管理担当な
どで対応している。
・カウンセリング窓口は、入学時オリ
エンテーションで紹介し、必要時は
学年担当が窓口となっている。
・奨学金は全体の周知とともに、学
生の経済状況の把握に努め、情報
提供できるようにしている。
・学業継続が困難な学生には随時
面談を行い、必要であれば本人了
承の上家族への支援依頼や、専門
窓口への相談をすすめている。
・卒業後の進路では、奨学金を受け
ている病院への就職が内定してい
る場合が多い。

・学生の悩みも多様化しているた
め、今後も本人のニードを把握し
たうえで、支援者である家族と連
携し、学業継続の道を選択できる
よう、情報提供などを行っていく
必要がある。

橋
元
・
大
川
内
・
山
田

・入学ORで保護者へのORも行って
いるが全員参加ではない。成績表
発送は第1保証人へ行って情報提
供している。また、単位に関わる学
生に関しては本人の了承のもと、保
護者・委託病院への情報提供を
行っている。インスタグラムは保護
者の閲覧があるかは不明。
・コロナ感染症の影響で対外行事は
見合わせた。インスタグラムや学校
案内の発送、ポスター貼付（100枚）
を行った。インスタグラムは29回投
稿した。地域の社会福祉協議会や
事業所などもフォローも増えている。

・保護者に対しては日々の活動
はインスタグラムを閲覧して頂け
るよう、入学ORなどで紹介する。
学習困難者に対しては継続して
情報提供を行う。
・インスタグラムはこまめにフォ
ローを行い、繋がりを広げていく
必要がある。学生の投稿以外に
も学校からお知らせなどを投稿
する。

出
口
・
玉
利
・
牟
禮
・
英

・入学ORで保護者へのORも行って
いるが全員参加ではない。成績表
発送は第1保証人へ行って情報提
供している。また、単位に関わる学
生に関しては本人の了承のもと、保
護者・委託病院への情報提供を
行っている。インスタグラムは保護
者の閲覧があるかは不明。
・コロナ禍になり初めて対面での
オープンキャンパスを開催した。夜
間開催も計画したが、参加者がコロ
ナ感染により実現しなかった。
・赤い羽根募金や阿久根市報の題
字を通して学生の活動を広報しても
らう機会を作った。また、インスタグ
ラムや学校案内の発送、ポスター貼
付(150枚、九州内の学校、出水・阿
久根地区のスーパー、施設など)を
行った。

・保護者に対しては日々の活動はイ
ンスタグラムを閲覧して頂けるよう、
入学ORなどで紹介する。また、新入
生のオリエンテーション時にもインス
タグラムの紹介をする。学習困難者
に対しては継続して情報提供を行
う。
・インスタグラムはこまめにフォロー
を行い、繋がりを広げていく必要が
ある。学生の投稿以外にも学校から
お知らせなどを投稿する。ホーム
ページにも学生の様子などを載せる
など適宜(年に２～３回)更新してい
く。
・阿久根市役所との繋がりを持ち、
教科外活動を通して地域住民との
交流の機会を設ける。



＜養成所の運営計画と将来構想＞

　１－１ 養成所は明確な将来構想のもとに、運営の中・長期計画、短期計画、年間計画を立案している。 3 3

　１－２ その実施・評価は将来構想との整合性をもっている。 3 3

＜自己点検・自己評価体制＞

　１－１ 自己点検・自己評価の意味と目的を理解している。 3 3

　１－２ 実際に自己点検・自己評価を行うための知識と方法を明確にもっている。 3 3

　２－１ 自己点検・自己評価体制を整え、運用している。 3 3

　２－２ 自己点検・自己評価は、養成所のカリキュラム運営、授業実践にフィードバックするように機能している。 3 3

　２－３ 自己点検・自己評価体制は、養成所の教育理念・教育目的、教育目標の維持・改善につながるように機能している。 3 3

VI 入学 担当
評価

点
担当

評価
点

1 教育理念・教育目的との一貫性をもって入学者選抜についての考え方を述べている。 3 3

2 入学者状況、入学者の推移について、入学者選抜方法の妥当性及び教育効果の視点から分析し、検証している。 2 2

VII 卒業・就業・進学 担当
評価

点
担当

評価
点

1 卒業時の到達状況を捉える方法が明確であり、計画的に行っている。

　２－１ 卒業時の到達状況を分析している。 3 3

　２－２ 卒業生の就業・進学状況を分析している。 3 3

　２－３ 卒業生の到達状況、就業・進学状況についての分析結果は、教育理念・教育目標との整合性がある。 3 3

　３－１ 卒業生の就業先での評価を把握し、問題を明確にしている。 2 2

　３－２ 卒業生の就業先との情報交換や調査の実施等ができる体制を整えている。 2 2

　４－１ 卒業生の活動状況を把握し、統計的に整理している。 1 1

　４－２ 卒業生の活動状況の分析結果を、教育理念・教育目的、教育目標、授業の展開に活用している。 1 1

VIII 地域社会／国際交流 担当
評価

点
担当

評価
点

＜地域社会＞

　１－１ 社会との連携に向けて、地域のニーズを把握している。 2 3

　１－２ 看護教育活動を通して地域社会への貢献を組織的に行っている。 2 2

　２－１ 養成所の教育活動について、地域社会のニーズを把握する手段をもっている。 3 3

　２－２ 養成所から地域社会へ情報を発信する手段をもっている。 3 3

　３－１ 養成所が設置されている地域の特徴を把握している。 3 3

　３－２ 地域内における諸資源を養成所の学習・教育活動に取り入れている。 3 3

＜国際交流＞

1 国際的視野を広げるための授業科目を設定している。 3 3

2 国際的視野を広げるための自己学習に適した環境を整えている。 2 2

3 海外からの帰国学生や留学生の受け入れ体制を整えている。 1 1

4 留学や海外において看護職に就くこと等を希望する学生に対応できる体制を整えている。 1 1

IX 研究 担当
評価

点
担当

評価
点

1 教員の研究活動を保障（時間的、財政的、環境的）している。 2 2

2 教員の研究活動を助言・検討する体制を整えている。 3 3

3 研究に価値をおき、研究活動を教員相互で支援し合う文化的素地が養成所内にある。 1 1

自己点検・自己評価の項目別平均点（令和２年度・令和３年度）

自己点検・自己評価項目 R3平均点 R４平均点

Ⅰ．教育理念・教育目的 3.0 3.0

Ⅱ．教育目標 3.0 3.0

Ⅲ．教育課程経営 2.9 2.9

Ⅳ．教授・学習・評価過程 2.9 2.6

Ⅴ．経営・管理過程 2.9 2.9

Ⅵ．入学 2.5 2.5

Ⅶ．卒業・就業・進学 2.1 2.1

Ⅷ．地域社会／国際交流 2.3 2.4

Ⅸ．研究 2.0 2.0

橋
元
・
大
川
内
・
山
田

出
口
・
玉
利
・
牟
禮
・
英

令和３年度 令和４年度
評価 改善点・対策 評価 改善点・対策

・第5次カリキュラム改正を見据えて
中長期計画に反映している。
・年度はじめに前年度の評価と当該
年度の計画について共有している。
前年度の評価に基づき、修正・追加
がなされている。

・第5次カリキュラム改正を見据えて
中長期計画に反映している。
・年度はじめに前年度の評価と当該
年度の計画について共有している。
前年度の評価に基づき、修正・追加
がなされている。

橋
元
・
大
川
内
・
山
田

・自己評価委員会に全職員が参加
しており、目的や評価方法を確認し
ている。
・評価は「評価の考え方」と「点検」を
参考に、毎年度末に実施している。
結果は、講師会議で公表し、意見を
頂きながらカリキュラム運営や授業
実践に活用している。また、ホーム
ページで公表している。
・第5次カリキュラム改正に向けて、
評価結果をもとにカリキュラム全体
の見直しにつなげている。

・令和5年のカリキュラム改正に
向け、具体的な科目構成・授業
構成に入る段階となる。評価結
果を繋げられるよう全職員での
話し合いを継続する。

中
原
・
山
田
・
花
里

・自己評価委員を中心に、委員会に
全職員が参加しており、目的や評価
方法を確認している。
・評価は「評価の考え方」と「点検」を
参考に、毎年度末に実施している。
結果は、講師会議や第3者評価委
員会で公表し、意見を頂きながらカ
リキュラム運営や授業実践に活用し
ている。また、ホームページでも公
表している。
・第5次カリキュラム改正では、評価
結果も参考にして、教育理念・目的・
目標の見直しを行った。

・令和5年度の新カリキュラム実
施後は、改正された内容で教育
活動を行っていく。継続して自己
点検・自己評価を行っていく。

令和３年度 令和４年度
評価 改善点・対策 評価 改善点・対策

児
玉
・
東
園
・
中
原

・入学者選抜基準は学校管理マ
ニュアルの入学試験判定基準に
謳われており、判定の目安が決
められているが、受験時の姿勢
や調書内容を含めた将来性など
総合的に検討し、入学者を選抜
している。

・令和3年度は4名の退学者がい
た。入学者選抜についての妥当
性の分析が課題のままである。
分析・評価ができれば、入学試験
判定基準の改訂も必要である。

貴
島
・
橋
元

・入学者選抜基準は学校管理マ
ニュアルの入学試験判定基準に
謳われており、判定の目安が決
められている。しかし、前年度課
題であった入学者選抜について
の妥当性の分析が行えていな
い。令和4年度入学者のうち6名
が退学した。入学者選抜の妥当
性と教育効果の視点から分析・
検証する必要がある。

・入学者選抜方法の妥当性と教
育効果の視点から分析・検証す
る。

令和３年度 令和４年度
評価 改善点・対策 評価 改善点・対策

児
玉
・
東
園
・
中
原

・卒業時の到達状況については、
27期生から卒業時の到達度評価
を用いている。
・卒業生の就業先との情報交換
や調査の実施などは、母体病院
など一部に限られている。
・卒業生の活動状況の把握や分
析結果については、教育理念・教
育目的・目標、授業展開への活
用は出来ていない。

・看護師の働く場については、看
護協会から3年次に説明をしても
らっているが、卒業生の活動状
況を理念や目的・目標・授業展開
までは活用出来ていないことか
ら、把握方法や情報の管理方法
について検討を行う必要がある。

大
川
内
・
牟
禮
・
英

・卒業時の到達状況は卒業時技
術評価を用いて行っている。その
うち、技術的側面については分
析の上新カリキュラム検討の材
料として活用した。
・卒業後の調査や情報交換は母
体病院や医師会内医療機関など
一部に限られている。卒業生との
連絡経路も確立していない。得ら
れる情報が断片的であり、分析
が難しく、教育活動に反映できて
いない。

・卒業生の活動状況の系統的情
報収集ができておらず、活用が
困難なことから、把握方法や情
報の管理方法のシステム化につ
いて検討を行い、分析や活用に
繋げていく必要がある。

出
口
・
玉
利
・
中
園

・今年度は、地域交流会の他に
社会福祉協議会や阿久根市の
協力を得て、ボランティア活動を
実施し、地域貢献や地域活動へ
の参加ができた。
・募金活動など地域貢献への参
加は学生が主体的に実施してい
る。

・これまで地域と積極的に関わる
機会が少なかったが、社会福祉
協議会を通し地域と関わる機会
が増えてきた。今後も地域と交流
できるよう感染症対策を考えなが
ら企画していく必要がある。

玉
利
・
山
田
・
中
原
・
花
里

・今年度は、地域交流会の他に
社会福祉協議会や阿久根市の
協力を得て、ボランティア活動を
実施し、地域貢献や地域活動へ
の参加ができた。さらに第5次カ
リキュラム改正の中で地域・在宅
看護論の授業で地域のニーズや
健康課題を知り看護の分野でア
プローチをしていく方法を学ぶ予
定である。
・募金活動など地域貢献への参
加は学生が主体的に実施してい
る。

・今後も社協や阿久根市と連携を
行い、地域交流を計画していく。

・今年度は、講師と協力しコロナ
対策のもと外国人との交流や授
業ができた。
・海外からの学生の受け入れ体
制は、整っていない。
・現在海外や留学を希望している
学生はいない。

・感染状況に応じて、国際交流や
世界について触れ合う機会は必
要であり、授業や教科外活動で
の工夫が必要である。
・在学中に留学等を希望している
学生はいないが、キャリア構築の
ため卒業生など相談に応じること
ができるよう体制の整備は必要
である。

・講師と協力しコロナ対策のもと
外国人との交流や授業ができ
た。
・英語の講師から借用している外
国の衣装や世界地図、資料の提
供、ネット環境を整えている。
・海外からの学生の受け入れ体
制は、整っていない。
・現在海外や留学を希望している
学生はいない。

・国際交流や世界について触れ
合う機会は必要であり、授業や
教科外活動での工夫が必要であ
る。
・在学中に留学等を希望している
学生はいないが、キャリア構築の
ため卒業生など相談に応じること
ができるよう体制の整備は必要
である。
・海外の姉妹校を検討する。

出
口
・
玉
利
・
中
園

・今年度はZOOMでの研修参加がで
きていた。
・新カリキュラム準備に費やす時間
が多く、自己研鑽の時間確保が困
難であった。
・研究に関する助言などの体制は
整っているが、研究に価値を置くと
いう視点で考えると、支援しあう素
地は現在のところない。

・研究活動を希望する場合は、学
会入会や研究の研修参加を行
い、研鑽する努力が必要である。

大
川
内
・
牟
禮

・今年度は厚労省の教員養成支援
事業によるEラーニングで全員の教
員が科目選択の上履修した。
・新カリキュラム準備や検討に時間
を多く割いたこともあり、研究発表事
例はなかった。
・研究に関する助言などの体制は
整っているものの、研究への価値づ
けという面では優先順位が下がって
しまっている状況である。

・研究の視点はあるため、教育活
動と研究活動を両立できるような
時間・人員的配分が必要である。

令和３年度 令和４年度
評価 改善点・対策 評価 改善点・対策

0.0

1.0

2.0

3.0
Ⅰ．教育理念・教育…

Ⅱ．教育目標

Ⅲ．教育課程経営

Ⅳ．教授・学習・評…

Ⅴ．経営・管理過程Ⅵ．入学

Ⅶ．卒業・就業・進学

Ⅷ．地域社会／国…

Ⅸ．研究

令和３，４年度 自己点検・自己評価

R3平均点 R４平均点


